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Research Abstract

第3世代移動体通信サービスが開始され、携帯電話で動画像通信が可能になった。携帯電話での動画像符号化では、バッテリの制約から低消費電⼒化が必須技術であるが、今後もっとも注
⽬すべき技術は、低電圧技術を⽤いた低消費電⼒かつ⾼性能なCPUや汎⽤DSPの上で動画符号化ソフトウエアを構築することである。CPUやDSP上で動画符号化が実現可能になれば、動
画符号化の拡張性や将来的なIPとしての再利⽤性が⾼まる。⼀⽅で、消費電⼒の観点からは、H/Wベース、専⽤DSPベースのコーデックに⽐較して、CPU上でのS/Wベースコーデックの
消費電⼒は増⼤の傾向にある。したがって、その低消費電⼒化技術は今後の瞬時処理システム構築における重要な基礎技術であるといえる。本研究の⽬的は、知的電⼦携帯システム実現
に向けてのキーファンクションともいうべき低消費電⼒型動画像実時間ソフトウエア処理の開発とそれを実⾏するための低消費電⼒VLSIアーキテクチャを提案することである。 

All

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Scientific%20Research%20on%20Priority%20Areas
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Science%20and%20Engineering
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-13023203/?lid=30324099&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-13023203/?lid=30324106&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 2001-03-31   Modified: 2018-03-28  

Report (2 results)

2002 Annual Research Report

2001 Annual Research Report

Research Products (8 results)

All  Other

All  Publications

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-13023203/

14年度は、知的電⼦携帯システム応⽤に最適な、フォワードアナリシスを⽤いた動的電源電圧制御型MPEG4アルゴリズムをひきつづき検討し、その詳細化を実施した。また、そのアルゴ
リズムの画質評価を定量的に実施した。その後、市販のRISC評価ボードを⽤いたソフトウエア開発を実施するとともに、VDECを活⽤して動的電源電圧制御型動画像処理プロセッサLSIを
設計、試作した。また、評価ボード上で画質を評価するとともに、消費電⼒低減効果の⾒積もりを実施し、画像シーケンスに依存して、従来技術より30%-70%の電⼒低減の⾒通しを得
た。本成果を、CoolChipsVIシンポジウム(平成15年4⽉)にて発表する。
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